
2025 年テーマ『勝利の教会！』                                                                            2025.9.28. 

「主の霊がサムソンを動かした。」 士師記 16 章 25～31 節 
 

サ
ム
ソ
ン
は
、
聖
書
の
中
で
も
特
異
な
存
在
で
す
。
決
し
て
、
信
仰
深
く
は
な

く
、
祈
り
深
く
も
な
く
、
感
情
的
で
情
欲
に
溺
れ
、
頑
固
で
喧
嘩
早
く
、
力
任
せ
の

暴
力
漢
で
し
た
。
信
仰
深
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
が
、
自
分
が
窮
地
に
陥

る
と
神
に
助
け
を
求
め
、
助
け
ら
れ
る
と
カ
ラ
ッ
と
忘
れ
て
力
任
せ
に
人
を
支
配
す

る
の
で
し
た
。
敬
虔
な
信
仰
者
に
と
っ
て
は
、
苛
立
つ
よ
う
な
振
る
舞
い
と
人
間
性

で
す
。 

 

サ
ム
ソ
ン
が
生
ま
れ
た
の
は
、
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
は
、
主
の
目
に
悪
で
あ
る
こ

と
を
重
ね
て
行
っ
た
。
そ
こ
で
主
は
四
十
年
間
、
彼
ら
を
ペ
リ
シ
テ
人
の
手
に
渡
さ

れ
た
。」（
士
師
記
１
３
・1

）
と
い
う
状
況
で
し
た
。 

 

マ
ノ
ア
と
い
う
ダ
ン
部
族
の
妻
に
主
の
使
い
が
語
り
掛
け
、
「
今
後
あ
な
た
は
気
を

つ
け
よ
。
ぶ
ど
う
酒
や
強
い
酒
を
飲
ん
で
は
な
ら
な
い
。
汚
れ
た
物
を
い
っ
さ
い
食

べ
て
は
な
ら
な
い
。
見
よ
。
あ
な
た
は
身
ご
も
っ
て
男
の
子
を
産
む
。
そ
の
子
の
頭

に
か
み
そ
り
を
当
て
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
子
は
胎
内
に
い
る
と
き
か
ら
、
神
に
献

げ
ら
れ
た
ナ
ジ
ル
人
だ
か
ら
。
彼
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
ペ
リ
シ
テ
人
の
手
か
ら
救
い
始

め
る
。」（
同

4

）
と
突
然
宣
言
し
ま
し
た
。
サ
ム
ソ
ン
（
神
に
仕
え
る
）
と
名
づ
け
ら

れ
た
子
に
「
主
は
彼
を
祝
福
さ
れ
た
。」（24

）。 

 

サ
ム
ソ
ン
は
ペ
リ
シ
テ
人
の
娘
を
妻
に
迎
え
る
と
言
う
の
で
、
両
親
は
反
対
し
ま

す
。
「
彼
の
父
と
母
は
、
そ
れ
が
主
に
よ
る
こ
と
だ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
主
は
、
ペ

リ
シ
テ
人
と
事
を
起
こ
す
機
会
を
求
め
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
」
（
１
４
・4

）
。
私

た
ち
は
平
和
や
理
解
し
あ
う
こ
と
を
願
い
ま
す
が
、
神
の
御
手
の
中
で
戦
争
や
争

い
、
そ
し
て
事
件
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
何
か
と
い
う
と
平
和
を
祈
る
人

も
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
よ
う
に
願
う
未
信
者
の
願
い

で
す
。
全
知
全
能
で
世
界
を
統
御
さ
れ
る
神
は
、
人
の
罪
や
悪
を
把
握
し
た
上
で
御

心
を
な
さ
れ
る
の
で
す
。
終
末
が
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
悟
っ
た
ら
、
政
治

や
経
済
を
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
備
え
て
「
用
心
し
て
い
な
さ
い
。
」

（
マ
タ
イ
２
４
・44

）
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
も
は
や
平
和
や
繁
栄
は
求
め
て

も
人
間
の
浅
は
か
さ
で
却
っ
て
馬
鹿
を
見
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
サ
ム
ソ
ン
の
乱
暴
狼
藉
は
続
き
ま
す
。
ペ
リ
シ
テ
人
の
妻
の
要
求
は
、
結

局
の
と
こ
ろ
ペ
リ
シ
テ
人
に
対
す
る
サ
ム
ソ
ン
の
無
謀
な
狼
藉
に
繋
が
り
ま
す
。
３

０
０
匹
の
ジ
ャ
ッ
カ
ル
の
尾
を
繋
い
で
た
い
ま
つ
を
括
り
付
け
て
麦
畑
や
オ
リ
ー
ブ

畑
を
燃
や
し
て
し
ま
う
な
ど
と
い
う
狼
藉
を
す
る
の
で
す
。 

 

支
配
者
の
ペ
リ
シ
テ
人
の
武
力
を
恐
れ
た
ユ
ダ
の
人
々
３
千
人
が
サ
ム
ソ
ン
を
責

 

               

縛
り
上
げ
て
ペ
リ
シ
テ
人
に
渡
す
と
、
サ
ム
ソ
ン
は
千
人
を
打
ち
殺
し
ま
す
。

「 

そ
の
と
き
、
彼
は
ひ
ど
く
渇
き
を
覚
え
、
主
を
呼
び
求
め
て
言
っ
た
。
『
あ
な

た
は
、
し
も
べ
の
手
で
、
こ
の
大
き
な
救
い
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
し
か

し
今
、
私
は
喉
が
渇
い
て
死
に
そ
う
で
、
無
割
礼
の
者
ど
も
の
手
に
落
ち
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
』
す
る
と
、
神
は
レ
ヒ
に
あ
る
く
ぼ
ん
だ
地
を
裂
か
れ
た
の
で
、
そ

こ
か
ら
水
が
出
た
。
」
（
１
５
・18

）
。
神
の
偏
愛
で
す
ね
。
私
た
ち
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

も
、
神
の
え
こ
ひ
い
き
を
求
め
て
も
良
い
の
で
す
。
先
週
の
祈
祷
会
に
出
た
方
に

は
、
私
の
常
識
は
ず
れ
な
願
い
を
祈
っ
て
く
れ
と
伝
え
ま
し
た
。
私
は
、
神
に
特

別
扱
い
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
サ
ム
ソ
ン
に
は
敵
い
ま
せ
ん
が
。 

 

ペ
リ
シ
テ
人
の
領
主
た
ち
は
美
女
デ
リ
ラ
を
利
用
し
て
サ
ム
ソ
ン
の
力
の
秘
密

を
探
り
ま
す
。
美
女
デ
リ
ラ
の
色
香
に
惑
わ
さ
れ
て
真
実
を
言
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
「
私
の
頭
に
は
、
か
み
そ
り
が
当
て
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。
私
は
母
の
胎
に
い

る
と
き
か
ら
神
に
献
げ
ら
れ
た
ナ
ジ
ル
人
だ
か
ら
だ
。
も
し
私
の
髪
の
毛
が
剃
り

落
と
さ
れ
た
ら
、
私
の
力
は
私
か
ら
去
り
、
私
は
弱
く
な
っ
て
普
通
の
人
の
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
。
」
（
１
６
・17

）
。
サ
ム
ソ
ン
は
ナ
ジ
ル
人
「
聖
別
さ
れ
た
人
」
ら

し
く
な
い
勇
者
で
す
が
、
そ
れ
で
も
神
は
サ
ム
ソ
ン
を
ナ
ジ
ル
人
と
し
て
特
別
な

力
を
注
い
で
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
す
。 

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
同
様
で
、
自
分
中
心
に
生
き
て
き
た
こ

と
を
認
め
、
主
イ
エ
ス
の
十
字
架
の
刑
は
自
分
の
罪
の
贖
い
の
為
で
あ
る
と
信

じ
、
魂
の
救
い
を
求
め
た
な
ら
ば
、
神
は
私
た
ち
を
特
別
扱
い
さ
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
を
こ
の
世
の
功
績
能
力
思
考
に
惑
わ
さ
れ
て
、
自
分
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
資

格
が
な
い
と
か
、
神
か
ら
祝
福
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
惑
わ
さ
れ
て
は
い

け
な
い
の
で
す
。 

 

髪
を
剃
ら
れ
て
力
を
失
い
、
両
目
を
抉
り
出
さ
れ
た
サ
ム
ソ
ン
で
す
が
、
牢
の

中
で
髪
の
毛
も
伸
び
始
め
、
力
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
８
節

の
願
い
を
神
に
呼
び
求
め
、
ダ
ゴ
ン
神
の
神
殿
の
柱
を
倒
し
、
多
く
の
ペ
リ
シ
テ

人
と
領
主
た
ち
を
殺
し
た
の
で
す
。 

 

「
権
力
に
よ
ら
ず
、
能
力
に
よ
ら
ず
、
わ
た
し
の
霊
に
よ
っ
て
」
（
ゼ
カ
リ
ヤ

４
・6

）
と
主
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
神
を
信
じ
、
聖
霊
に
満
た
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
、

信
仰
者
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
な
の
で
す
。 

            



Jdg 16:25 So it happened, when their 
hearts were merry, that they said, "Call 
for Samson, that he may perform for us." 
So they called for Samson from the prison, 
and he performed for them. And they 
stationed him between the pillars. 
 16:26 Then Samson said to the lad who 
held him by the hand, "Let me feel the 
pillars which support the temple, so that 
I can lean on them." 
 16:27 Now the temple was full of men and 
women. All the lords of the Philistines 
were there-about three thousand men and 
women on the roof watching while Samson 
performed. 
 16:28 Then Samson called to the Lord, 
saying, "O Lord God, remember me, I pray! 
Strengthen me, I pray, just this once, O 
God, that I may with one blow take 
vengeance on the Philistines for my two 
eyes!" 
 16:29 And Samson took hold of the two 
middle pillars which supported the temple, 
and he braced himself against them, one on 
his right and the other on his left. 
 16:30 Then Samson said, "Let me die with 
the Philistines!" And he pushed with all 
his might, and the temple fell on the 
lords and all the people who were in it. 
So the dead that he killed at his death 
were more than he had killed in his life. 
 16:31 And his brothers and all his 
father's household came down and took him, 
and brought him up and buried him between 
Zorah and Eshtaol in the tomb of his 
father Manoah. He had judged Israel twenty 
years. 
 

 

 

 

士師記 16:25 彼らは上機嫌になったとき、「サムソン

を呼んで来い。見せ物にしよう」と言って、サムソン

を牢から呼び出した。彼は彼らの前で笑いものになっ

た。彼らがサムソンを柱の間に立たせたとき、 

16:26 サムソンは自分の手を固く握っている若者に言

った。「私の手を放して、この神殿を支えている柱に

さわらせ、それに寄りかからせてくれ。」 

16:27 神殿は男や女でいっぱいであった。ペリシテ人

の領主たちもみなそこにいた。屋上にも約三千人の男

女がいて、見せ物にされたサムソンを見ていた。 

16:28 サムソンは【主】を呼び求めて言った。

「【神】、主よ、どうか私を心に留めてください。ああ

神よ、どうか、もう一度だけ私を強めてください。私

の二つの目のために、一度にペリシテ人に復讐したい

のです。」 

16:29 サムソンは、神殿を支えている二本の中柱を探

り当て、一本に右手を、もう一本に左手を当てて、そ

れで自らを支えた。 

16:30 サムソンは、「ペリシテ人と一緒に死のう」と

言って、力を込めてそれを押し広げた。すると神殿

は、その中にいた領主たちとすべての民の上に落ち

た。こうして、サムソンが死ぬときに殺した者は、彼

が生きている間に殺した者よりも多かった。 

16:31 彼の身内の者や父の家の者たちがみな下って来

て、彼を引き取り、ツォルアとエシュタオルの間にあ

る父マノアの墓に運び上げて葬った。サムソンは二十

年間イスラエルをさばいた。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 


	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



